
   

 

 

 

 

 

                            平成２１年１０月１日発信 

 

 

 

 私たちの１１支会がある新宿町は、本庁管内の南部に位置し、江戸時代後期、戸数 

１０数戸の農村地帯でした。 

 明治２２年の町村制施行により、新宿村は隣接の大仙波村、岸村、大仙波新田と合併

し、仙波村となりました。仙波村ができる前の人口、戸数は次のとおりでした。 

 

新宿村 ２５５人 ４２戸 

大仙波村 ５１７人 ８４戸 

岸村 ４６６人 ８０戸 

大仙波新田 ３１５人 ５８戸 

  

そして、大正３年、東武東上線の開通。昭和１５年には国鉄（ＪＲ）川越線の開通に

伴い、沿線地域で住宅化が進み、昭和３０年代後半に入って、新宿町は農業地域から首

都圏のベッドタウンと姿を変えました。 

昭和３９年８月、新宿町は１丁目から６丁目に分かれました。なお、現在の１丁目か

ら６丁目の世帯、人口は次のとおりです。 

                      平成２１年９月１日現在 

新宿町１丁目 １，１３１人 ５１２世帯 

新宿町２丁目 １，１１９人 ５４９世帯 

新宿町３丁目 ２，０３１人 ８７０世帯 

新宿町４丁目 ９２６人 ４２３世帯 

新宿町５丁目 ２，１７５人 ９４３世帯 

新宿町６丁目 ３，６１２人 １，４５４世帯 

 

 

 

  

 昭和４３年、支会制度に改まり、岸町１丁目から３丁目自治会と新宿町１丁目から６

丁目自治会で第八支会を発足し、３１年間にわたり協力体制を築いてきましたが、平成

１１年、新宿町の６自治会は、岸町の３自治会と協議し、新宿町の６自治会が第八支会 

 

新宿町１丁目・２丁目・３丁目・４丁目・５丁目・６丁目 
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２  

 支 会 の あ ゆ み 



から分離独立し、第十一支会を設立し現在に至っています。 

 

 

 

 

（１）川越まつり 

昭和５８年から毎年、新宿町１丁目、５丁目、６丁目と新宿町２丁目、３丁目、 

４丁目がそれぞれの町内を隔年毎に山車の曳き廻しを実施しています。 

 また、１５０年の伝統を誇る「新宿町囃子保存会」の山車添乗により、まつりを

盛り上げています。 

 

（２）体育大会 

   昭和２７年から毎年１０月に字別対抗体育大会を開催していましたが、昭和４０

年からは１丁目から６丁目の自治会ごとの開催となりましたが、幼児から高齢者ま

で大勢の住民が参加し、競技を楽しんでいます。 

 

（３）盆踊り 

   毎年８月、自治会ごとに実施し、地域住民の夏のイベントとして定着しています。 

 

（４）防犯・交通安全活動 

   自治会単位で夜間パトロールの実施と防犯灯の維持管理をしています。また、児 

童や高齢者に対して、正しい自転車の乗り方や横断歩道の渡り方などの指導を行っ

ています。 

 

（５）環境美化活動 

   ごみの減量化、資源化、適正処理などの指導を行うとともに、処理施設などの視

察も行っています。 

 

（６）その他 

   支会活動とは別に各単位自治会では、敬老会、花見会、グラウンドゴルフ大会、

餅つき会、高齢者の旅行会などそれぞれ自治会ごとに実施しています。 

 

 

 

                         

 平成２１年９月５日（土）、川越市立新宿小学校において地域防災フェアが開催され

ました。 

 当日は、川越地区消防組合などの協力を得て、自治会をはじめ育成会、地域住民が大

勢参加し、色々な体験をしました。 

 

３  

こんなことをしています 

地域防災フェアを開催しました  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はしご車体験搭乗               地震体験車体験搭乗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

天ぷら鍋消火訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水消火器による消火訓練           応急救護 ＡＥＤ訓練 

 

 

 

  

 

  


